
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025 年 1 月 21 日(火) - 3 月 8 日(土) 
 

*1 月 25 日(土)18:00-19:00 にオープニングレセプションを行います。 
*誠に勝手ながら展示物等の関係上、祝花につきましては謹んでご辞退申し上げます。 

 

Yumiko Chiba Associates 
東京都港区六本木 6-4-1 六本木ヒルズ ハリウッドビューティープラザ 3F 

営業時間: 12:00-19:00   定休日: 日、月、祝日 
 
 

 
この度、Yumiko Chiba Associates では、デザイナーの北川一成、前衛書家の山本尚志、日野公彦の作品を中心に、文字と言葉、余白の関係性を探る
展覧会を開催します。 
  
グラフィックデザイナー／アートディレクターである北川は、数々の企業ロゴのデザインなどで知られています。本展では、印刷物のもつ可能性を追求
してきた北川のグラフィック作品を展示します。また、文字だけではなく、そこに関連する記号、図形、文字絵などを配置し、また、現代社会における
文字のあり方を参照することで先鋭的な書の世界を切り拓く山本と日野の作品をご紹介します。山本と日野の作品は、「書道は言語アートにほかならな
い」*という認識のもと、自らの身体を用いて筆記する行為をもって、書と芸術との新たな接続可能性を探求するものです。 
   
こうした文字と美術の関係は、1960 年代末から 1970 年代前半にかけて、文字の概念性やグラフィック的な要素を美術に導入してきた高松次郎の作品
《日本語の文字》と《英語の単語》にも見られるように 60～70 年代のコンセプチュアルアートの文脈において、きわめて密接なものでした。 
  
本展は、美術、書、デザインといった異なる領域を超えて、文字と言葉、余白との関係を歴史的に検証し、文字とアートとの関係を示す最前線の実践を
紹介します。ぜひご覧ください。 
 

*参考: 山本尚志「展覧会「ニューフレンズ」に寄せて」https://hiroshima-artscene.com/exhibitions/hino_yamamoto/ 
 

 
 
『文字と余白 仮称』 
 
文字は言葉の意味に情緒を持たせて視る者へ伝わる。文字は絵。書き手と読み手の人生体験が視覚や音や意味をからませて情動に響き合う。 
文字は絵。そこには忘れてはいけないものが存在しています。 余白です。 
余白は透明なので視えない人もいる。視えないからといっても視る者へ感じさせていることは確かだろう。 
 

 
北川一成 

 

Issay Kitagawa, Hisashi Yamamoto, Kimihiko Hino: Letterform and White Space̶a working title 

北川一成、山本尚志、日野公彦｜文字と余白 仮称 

Issay	Kitagawa,	【	 		】,	2024	©GRAPH2024 



 
 

北川一成（Issay Kitagawa）  
GRAPH代表/アートディレクター/アーティスト 
1965 年 兵庫県生まれ。 
 
 
 
 
 
 

1987 年、筑波大学卒業。2024 年、「KAMIZU」で第 26回亀倉雄策賞を受賞。2004 年、フランス国立図書館に、“近年の印刷とデザインの優れた本”として多数の作品が永
久保存される。2008 年、グラフィックアーティストとして世界三大芸術祭“FRIEZE ART FAIR”に出品。2009 年ギンザ・グラフィック・ギャラリー(ggg)にて個展「北川一
成」開催。2011 年、パリのポンピドーセンターで開催された現代日本のグラフィックデザイン展の作家 15人の 1人として選抜される。2018 年、「大地の芸術祭 越後妻有
アートトリエンナーレ 2018」に「GRAPH+空間構想」のユニットにて 作品を出展。 
AGI（国際グラフィック連盟）会員。ADC賞、TDC賞、JAGDA新人賞など受賞多数。NY ADC賞、D&AD賞等国内外の審査員を歴任。テレビ出演にNHK「新ビジネス伝
説・ルソンの壺」、テレビ東京「カンブリア宮殿」等他。 
 
 
 

山本 尚志 (Hisashi Yamamoto) 
書家 
1969 年広島市生まれ。 
 
 
 
 

1988 年、東京学芸大学の書道科に進み、直後に井上有一の作品に触れる機会を得る。「自分だけの字」を書くことを決め、20歳の時に自室にて「山本尚志書家宣言」を行
い、以来、書家を名乗る。ウナックトウキョウにて井上有一カタログレゾネの仕事に従事した後、有一から離れる決意を固める。2004 年に美術評論家・海上雅臣氏に井上有
一を顕彰する展覧会「天作会」の設立を打診され、34歳の時、ついに作品発表の機会を得る。天作会を 12年間続けたのち、2015 年にウナックサロンにて初の個展「マシー
ン」開催。この展覧会で注目を集め、2016 年には大和プレス編集による作品集「フネ」(YKG パブリッシング)が刊行される。2016 年、コンテンポラリーアートギャラリー
で初めての個展「flying saucer」をユミコチバアソシエイツで開催する。2018 年 4月、世界初となる書道専門のアートフェア「ART SHODO TOKYO」にて、キュレータ
ーを務める。 
2019 年に個展「入口と出口とフタと底」、2020 年に「現代アート書道の世界２【記号と今】」をユミコチバアソシエイツで開催、「現代アート書道の世界２【記号と
今】」ではキュレーターも務める。2023 年には、台湾の橫山書法藝術館で開催された横山書道ビエンナーレ「法と無法が交じる時代―書はある視覚の形式として」に参加。
2024 年にユミコチバアソシエイツにて個展「Naming The World」が開催された。 
 
 
 

日野公彦 (Kimihiko Hino) 
書家 
1975 年北海道生まれ。 
 
 
 
 
 
 
 

二松学舎大学文学部国文学科卒。4歳の時に叔父の考案したエポック社の玩具「ポカポンゲーム」に感動し、漠然と将来は何かを創作する人間になると決める。1994 年、国
語学の研究をしようと国文学科に入学したが、気まぐれに入った書道部で先輩に紹介された井上有一のコンテ書「コンテもをわり」を目の当たりにし、ただ硬筆で言葉が書か
れただけの紙から目を離すことができなくなった事実に衝撃を受け、書を始める。1996 年から 1年間、ウナックトウキョウにて井上有一カタログレゾネ制作のための作品整
理に携わる。人は何かを受容するから書くのであり、書はそれが残された環境、コンテクストに依存してのみ存在しうるということをコンセプトに作品制作を行う。 
1996 年東京・アートミュージアムメセーヌにて初の個展「メモ」開催。2017 年三鷹市芸術文化センターにて、個展「Jesus Feeds the Five Thousand」、 2018 年三鷹
市芸術文化センターにて個展「Feel It (Don't Fight It)」開催。2019 年 ギャラリーGにて日野公彦 & 山本尚志 2 人展「ニューフレンズ」、2020 年 Yumiko Chiba 
Associates にてグループ展「現代アート書道の世界 2 【記号と今】」に出品。 
 
 
 
 
 
 
 

【本展に関するお問合せ】ぜひ貴社にて御紹介くださいますようお願い申し上げます。画像データの御依頼等は下記までご連絡下さい。 

ユミコチバアソシエイツ 〒106-0032 東京都港区六本木 6-4-1 六本木ヒルズ ハリウッドビューティープラザ 3F  

[Tel] 03-6276-6731 [e-mail] info@ycassociates.co.jp   [website] www.ycassociates.co.jp [営業時間] 12:00-19:00  [定休日] 日・月・祝日 

 

ⒸGRAPH 2024, ⒸHisashi Yamamoto, Kimihiko Hino / Courtesy of Yumiko Chiba Associates. 

 


